
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

昨
年
は
総
選
挙
で
大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

六
年
越
し
の
野
党
共
闘
に
期
待
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
自
公

政
権
の
猛
反
撃
に
対
応
し
き
れ
ず
に
、
議
席
を
減
ら
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

今
年
は
参
院
選
の
年
で
す
。
現
選
挙
制
度
で
政
治
を
変
え
る
に
は
野

党
共
闘
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
埼
玉
選
挙
区
で
は
、
梅
村
さ
え
こ
さ
ん
を
当

選
さ
せ
、
二
十
四
年
ぶ
り
に
埼
玉
に
二
議
席
の
共
産
党
参
議
院
議
員
を

誕
生
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
て
党
創
立
百
周

年
の
年
に
相
応
し
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 

委
員
長 

町
議 

 

田
母
神 

節
子 

 

 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 

副
委
員
長 

町
議 

 

大 

澤  

博 

 

     

        

十
二
月
定
例
町
議
会
が
１
２
月
３
日
か
ら
２
２
日
ま
で
の
間
、
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。
田
母
神
、
大
澤
両
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 ◆

◇ 

大
澤 

博 

議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◆
◇ 

一
、
農
業
者
支
援
に
つ
い
て 

 
 

農
業
の
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
減
で
米
価
下
落
、
原
油
高
で
燃

油
や
生
産
資
材
な
ど
の
値
上
げ
、
肥
料
や
飼
料
の
価
格
高
騰
が
続
き
、

生
産
現
場
は
四
重
苦
状
況
で
す
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は
３
７
％
で
、

先
進
国
の
中
で
最
低
で
す
。
食
料
自
給
率
の
向
上
と
農
業
を
守
る
た

め
伺
い
ま
す 

【
問
】農
業
の
苦
し
い
状
況
が
農
家
か
ら
町
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、 

ま
た
農
業
協
同
組
合
等
を
通
し
て
把
握
し
て
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

営
農
用
の
燃
油
の
高
騰
や
生
産
資
材
の
値
上
げ
に
よ
り
、
大
変
厳
し 

い
状
況
で
あ
る
と
の
報
告
を
、
影
響
の
大
き
い
施
設
園
芸
や
Ｊ
Ａ 

ふ
か
や
の
営
農
担
当
者
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。 

 

【
問
】農
業
の
お
か
れ
て
い
る
苦
し
い
状
況
を
県
及
び
国
に
伝
え
、
支
援
を

要
求
し
ま
し
た
か
。 

【
回
答
】 

直
接
県
及
び
国
に
支
援
要
請
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
の
施
策
と

し
て
、
施
設
園
芸
等
燃
油
高
騰
対
策
の
第
３
次
募
集
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
県
や
国
の
情
報
を
的
確
に
つ
か
み
、
遅
延
な
く
生
産
農
家
へ

提
供
し
て
い
き
ま
す
。 

【
問
】
農
業
者
へ
の
個
別
所
得
補
償
制
度
で
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
等
に

交
付
金
が
国
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
独
自
の
個
別
所
得
補
償
制

度
が
出
来
ま
せ
ん
か
。 

【
回
答
】 

国
が
直
接
支
払
交
付
金
に
よ
る
補
償
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
お
り
、

町
独
自
の
制
定
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

【
問
】
長
野
県
の
農
協
で
は
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
若
者
を
研
修
に
受
け

入
れ
、
３
年
の
期
間
終
了
後
、
約
６
割
が
地
元
に
残
っ
て
い
ま
す
。
調
査
・

研
究
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。 

【
回
答
】 

現
在
、
担
い
手
育
成
協
議
会
で
「
寄
居
町
明
日
の
農
業
担
い
手
育
成
塾
」

を
開
講
し
、
指
導
農
家
に
よ
る
研
修
を
通
じ
て
新
た
な
新
規
就
農
者

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。 

【
問
】小
中
学
校
の
給
食
に
男
衾
直
売
所
か
ら
地
元
産
野
菜
等
が
供
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
男
衾
直
売
所
生
産
部
会
と
、
価
格
保
証
と
安
定
供
給
の
出

荷
価
格
協
定
を
結
び
、
安
全
・
安
心
な
地
元
農
産
産
品
の
供
給
を
確
保

し
、
就
農
者
を
支
援
で
き
ま
せ
ん
か
。 

【
回
答
】 

生
産
農
家
と
出
荷
価
格
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
、
出
荷
量
の
供
給
責
任

も
加
わ
り
、
生
産
農
家
の
負
担
増
に
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
町

で
は
地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
か
や
農
業
協
同
組
合
及
び

男
衾
直
売
所
生
産
部
会
と
連
携
し
、
研
究
、
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
問
】
ホ
ン
ダ
、
ボ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
食
堂
に
地
元
産
農
産
品
を
供
給
す
る
た

め
、
要
求
を
把
握
し
、
地
元
直
売
所
及
び
Ｊ
Ａ
ふ
か
や
と
協
議
し
進
め
ら

れ
ま
せ
ん
か
。 

【
回
答
】 

ホ
ン
ダ
社
員
食
堂
の
運
営
会
社
か
ら
の
地
元
野
菜
使
用
メ
ニ
ュ
ー
提

案
に
、
食
材
を
提
供
し
好
評
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、
継
続
供
給
に
は

必
要
数
量
の
確
保
や
食
材
原
価
等
の
問
題
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状

況
で
す
。
引
き
続
き
、
企
業
に
対
し
地
元
農
産
物
の
利
用
を
促
進
す
る

働
き
か
け
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

二
、
水
路
の
安
全
に
つ
い
て 

 
 

町
に
は
、
道
路
に
面
し
た
深
さ
１
ｍ
以
上
、
幅
９
０
ｃ
ｍ
で
蓋
の
な

い
水
路
が
あ
り
、
柵
・
フ
ェ
ン
ス
も
な
く
町
民
が
足
を
滑
ら
せ
て
落
下

し
亡
く
な
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。 

【
問
】道
路
よ
り
水
路
に
落
下
し
た
事
故
等
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

過
去
に
男
衾
地
区
で
１
件
発
生
し
た
事
例
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。 

【
問
】
各
地
区
か
ら
危
険
と
言
わ
れ
た
道
路
に
面
し
た
水
路
が
あ
り
ま
す

か
。
各
地
区
の
道
路
委
員
に
委
託
し
て
、
危
険
な
水
路
の
調
査
を
し
て
い

ま
す
か 

【
回
答
】 

現
在
の
と
こ
ろ
報
告
を
受
け
て 

お
り
ま
せ
ん
。
調
査
は
行
っ
て 

い
ま
せ
ん
が
、
職
員
の
パ
ト
ロ 

ー
ル
等
で
目
が
行
き
届
か
な
い 

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路 

委
員
か
ら
の
申
請
等
に
よ
り
把 

握
し
て
い
ま
す
。 

  

◇
◇
寄
居
町
十
二
月
議
会
報
告
◇
◇ 
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党
創
立
百
周
年
の
年
に
相
応
し
く
奮
闘
し
ま
す 

日本共産党創立 100周年 
を参院選勝利で 

 
 
 
 

 

幾多の先輩方が 100年に渡り紡い

できた日本共産党をさらに大きくし、

差別や搾取のない社会をつくる年に

したいと決意しています。 

 そのチャンスが 7 月の参議院選挙

です。定数 4 の埼玉選挙区で、改憲

勢力に議席を与えるわけにはいきま

せん。3 年前の伊藤岳さんの議席に

連続して勝利しましょう。比例代表で

いわぶち友さんはじめ 5 人全員を国

会に押し上げましょう。 

 

日本共産党 

参院埼玉選挙区

予定候補 

梅村 さえこ  

新型コロナ PCR検査無料で 

ウエルシア薬局富田店など
グループ店で受けられます。 
◇感染リスクの高い環境にい
て不安を感じる方、ワクチン接
種が受けられない方が対象。
発熱のないことが条件です。 

◇電話での予約が必要です。
身分証明になるものもご持参
を。  (埼玉県との提携事業) 

 

現
在
検
査
キ
ッ
ト
が
不

足
中
。
お
問
合
わ
せ
を
。 



◆
◇ 

田
母
神 

節
子 

議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◆
◇ 

一
、
気
候
危
機
を
打
開
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 

気
候
危
機
の
被
害
は
、
世
界
で
も
日
本
で
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１

０
年
の
う
ち
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
半
分
ま
で
削
減
で
き
る
か
に
人
類
の
未
来

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
石
炭
火
力
発
電
の
削
減
が
求
め
ら
れ
、
削

減
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
補
う
必
要
が
あ
り
、
国
、

自
治
体
、
住
民
参
加
が
不
可
欠
で
す
。 

【
問
】当
町
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。 

①
庁
舎
内
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

②
町
民
参
加
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

【
回
答
】 

➀
庁
舎
内
で
は
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
職
員
の
環
境
配
慮
行
動
の
実
施
、

各
課
に
省
エ
ネ
担
当
者
を
配
置
し
ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と

し
て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
の
低
い
電

気
工
事
者
と
の
契
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
場
に
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

➁
町
民
参
加
の
取
り
組
み
は
、
省
エ
ネ
家
電
・
設
備
の
普
及
促
進
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
再
生
可
能
・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
支
援
と

し
て
エ
コ
ハ
ウ
ス
補
助
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
環
境
に
配
慮
し
た
一
日
を
送
る
エ
コ
ラ
イ
フ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
を
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】課
題
に
ど
う
取
り
組
み
ま
す
か 

【
回
答
】 

関
連
法
律
の
改
正
が
あ
り
、
国
も
新
た
な
方
向 

性
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
施
策
に
注
視 

し
、
必
要
な
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

◆
町
の
対
応
は
、
民
間
企
業
で
は
以
前
か
ら
取
り 

組
ん
で
い
る
こ
と
ば
か
り
。
も
っ
と
先
進
的
な
活
動 

で
、
町
民
を
リ
ー
ド
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

 【
問
】今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

➀
公
用
車
を
減
ら
し
、
公
用
自
転
車
を
導
入
で
き 

ま
せ
ん
か
。
➁
資
源
物
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
収 

集
率(

回
収
率)

向
上
を
ど
う
し
ま
す
か
。
➂
家
庭 

内
の
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
を
促
進
し
て
く
だ
さ
い
。 

➃
計
り
売
り
す
る
店
舗
拡
大
に
向
け
た
施
策
は 

あ
り
ま
す
か
。
規
格
外
農
産
物
の
利
活
用
策
を 

広
め
て
く
だ
さ
い
。 

【
回
答
】
字 

➀
公
用
車
は
更
新
時
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
、
電
気
自 

動
車
への
転
換
を
行
う
の
で
、
現
時
点
で
自
転
車
に 

置
き
換
え
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

➁
令
和
２
年
度
は
８
．
３
％
、
収
集
率
向
上
策
と
し 

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
リ
サ
イ
ク
ル 

の
検
討
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
繰
り
返
し
の
周
知 

で
町
民
に
資
源
物
分
別
の
理
解
を
深
め
て
貰
い
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

➂
過
去
に
は
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
購
入
費
補
助
金
を 

交
付
し
た
経
緯
も
あ
り
、
続
け
て
研
究
し
ま
す
。 

➃
今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
梱
包
容
器 

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
削
減
、
食
品
ロ
ス
の
減
量
に 

有
効
と
考
え
ま
す
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り 

組
み
と
併
せ
て
研
究
し
ま
す
。
規
格
外
農
産
物
で 

直
売
所
で
も
販
売
で
き
な
い
も
の
は
、
堆
肥
と
し
て 

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
堆
肥
や
肥
料
化
の
ほ
か
、
バ 

イ
オ
マ
ス
原
料
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
可
能
性
が 

あ
り
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

      
田
母
神
議
員
は
他
に
総
選
挙
の
低
投
票
率
に
対
し
、
投
票
率
の
向
上

策
を
提
案
し
ま
し
た
。 

有
権
者
に
対
す
る
圧
迫
感
の
軽
減
策
と
し
て
立
会
人
の
削
減
、
選
挙

公
報
の
配
布
方
法
の
多
様
化
、
期
日
前
投
票
所
の
増
設
な
ど
の
提
案
に

対
し
、
町
は
管
理
業
務
の
煩
雑
化
や
必
要
要
員
増
を
理
由
に
現
状
維
持

の
回
答
で
し
た
。 

 ■
日
本
共
産
党
議
員
団
の
条
例
等
へ
の
対
応 

○
一
般
町
職
の
期
末
手
当
０
．
０
５
か
月
削
減
改
定
に
反
対
。 

生
活
が
大
変
な
の
は
一
般
職
員
も
同
じ
で
、
給
与
の
減
額
は
必
要
無
い
と

判
断
し
、
共
産
党
だ
け
が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

○
議
員
、
町
長
、
副
町
長
期
末
手
当
の
０
．
０
５
か
月
削
減
改
定
に
賛
成
。 

 

○
他
の
条
例
等
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。 

 

■共産主義・・人間の自由が花開く未来へ 

儲け最優先、後は野となれ山となれ・・格差を拡大し
気候変動を起こす「利潤第一主義」。私たちは資本
主義を“人類の終着駅”とは考えていません。資本主
義を乗り越え社会主義・共産主義に進むことができる
と展望しています。 
◇人間の自由で全面的な発展 
共産主義とは？誰でも自由な時間を持って自分
の能力を全面的に発展させる。その力で社会が自
然と調和しながら豊かになる。私たちの目指す未
来社会です。 

◇資本主義の価値ある成果を全て引き継いで 
民主主義、思想・信条の自由、政治活動の自由、個
人資産などは厳格に保障されます。 

■安保条約・・無くしてこそ平和なアジアへ 

◇米軍は日本を守ってくれる？  日本が侵略戦争の 
出撃基地に 

海兵遠征軍、空母打撃軍、遠征打撃軍、航空宇宙遠
征軍。日本にいる米軍は海外への殴り込み部隊ばか

り。「沖縄の海兵隊に日本をまもる任務は無い」(85 年
米国防長官談) “日本を守る”は神話。 
在日米軍基地はベトナムやイラクなどの侵略戦争で米
軍の出撃拠点でした。守ってもらうどころか、戦争に否
応なく参加させられます。 
◇対等・平等・友好の日米友好条約に 
安保条約は第 10 条で“一方が通告すれば一年後に
終了”と定めています。国民大多数の合意で軍事同盟
をやめて、平和と友好の日米新時代を開く、と言うのが
共産党の提案です。 

■天皇の制度・・現在も将来も「憲法」に基づいて 

◇現在は 

与党になったら天皇制は廃止？そんなことは絶対に
しません。私たちは綱領で天皇の制度を含め「憲法
の全条項を守る」と決めています。天皇の政治利用を

許さないことをはじめ、憲法を厳格に守ります。 
◇将来は 
一人の個人が国を象徴する制度は、人間の平等と
両立しないと考えていますが、それを社会に押し
付けることはしません。天皇制は「主権の存する
国民の総意に基づく」もの。続けるか無くすかは
あくまでも憲法にもとづいて国民の総意にゆだね
る。これが方針です。 

■自衛隊・・海外の戦争で血を流させない 

◇若者を“殺し殺される”戦場に送らない 

今、大事なのは無くすかどうかではありません。災害復
旧などであせをながす隊員たちを、アメリカの戦争に派
兵し、殺し殺される戦場に送らないことです。私たちは派
兵には絶対反対です。 

◇国民が「なくても安心」となるまでは存続 
共産党は将来、アジアが平和になり、国民の圧倒的
多数が「軍事力が無くても安心」と考えたときに初

めて 9 条の理想に踏み出そうと提案しています。 

◇万が一、侵略を受けたら 
自衛隊を含め、あらゆる手段で国民の命、人権、主権、
独立を守ります。政治の当然の責任だからです。 
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